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5 万分の l 地質図幅 る下
説明書i-L

別件L幌ー第 22 号)

北 {fJjj宣 \I( 地下資源調査所

位術吏H 松下勝秀

まえがき

この|司I!'百および訓明書は，昭和 43~44 年に行なった約 80 日間の野外調配の枯県に

v正存資料を 1)11えて険Id し{乍力支したものである。

肝外凋査に|保しては，野l幌丘陵の一部を砂川北布校教諭藤制部男氏に lui]協力してい

ただいた。氏の，J，~ff.は E として，石狩低地，市'グノしープの青it別川付近における現主ま

での成果を肝l幌正|凌に ;Q跡、するん-向で行なわれた。現在， }i生物の検討が行なわれて

おり，その成忠は泣いうちに石狩低地帯グループから発表される予定である。北海泣

立地卜.資源調古所水理地質科長小原常弘氏には，コーンベネトロメーターによる低j也

市表層部のサウンヂンクを実施していただいた。

説明書をとりまとめるに当っては，北海道ボーリソグ工業KKから多数の地口調H

ぷ錐資料の提供をうけた。宥イ iの顕微鏡鑑定は， )目立地下資源調台所工学地'Nfl長鈴

木イr氏にお原郎、した。また， I司試錐干:!・長斎藤尚dLi氏からは，Y;.然ガスについての未公

夫資料の提供をうけ，さらにその概況について説明をうけた。遺跡の分布に関して

は，北海道立~1H{1，記念館特別学芸員松下H氏から資料の提供をうけた。実業:原料につ

いては，北海近立I:業試験場町幌分場から資料をいただいた。

上，\Cの方々および北海道立地下資源調台所地阿部の存位からは，時々の助Jをいた

だいた。ここに厚くお礼中し上げる次第である。

d:日Ij凶幅は，ば;四紀!骨の分布が!よく，北海辺における第四紀地質の最要なフィノL ト

である。この必明書でまとめた事例についても多くの問題/，ijJ\ふくまれている。村に

I'i午.物の検，Hがほとんどなされていない人If，が挙げ、られよう。しかし，岩相!時中も確立

されているとは Jえない現段階においては， I行牛物学的検討よりも， まずず、そのA某主位と

なる!層骨{位立的II問!打悶f可j)題起に t弔電屯tc二，点I，、

今後 ， ~)jlmからこの肝l幌 fl:陵を研究するならば，北海道における第四科I)年の子が
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かりがこの野幌丘陵から見出されると忠われる。

I 位置および交通

この凶|隔は，北緯 43
0

00'---43
0

10'，東経 141 3ー0'---141°45' の範聞であって， 石狩平

野のほぼ中央に位置している。閃|隔地域は平野部が広く，東丙両縁にわずかに丘陵部

が分布しているだけである。したがって，人口密度が高く，行政的にも 3 市 5 町 2 付

にわたっている。 l叫|隔地域内の各市町村を面積 II聞に並べるとほぼ次のとおりである。

1)江別市， 2) 夕張郡長沼町， 3) 空知郡市 I幌町， 4) 空知郡栗沢町， 5) 岩見沢市， 6) 札幌

郡広島町 ， 7)151' 守郡新篠津村， 8) 空知郡北村， 9) 札幌市， 10) 石狩郡当別田 To

行政ド:r再の複雑さからも推定されるように，交通網が非常に I1 く楚達している。|ス l

III民間部から北東部にかけて国鉄函館本線が，また|司幅地域の東縁に沿って国鉄室蘭本

線がそれぞれ通じている。 また同鉄函館本線に平行に国道 12 号線が， 国鉄室蘭本線

~j}いに国道 234 号線が通じている。野 l幌丘陵の東縁沿いには， )直近江別一恵庭線が，

1';<]111 肩南西|渦から南東隅にかけては，国道 274 号線がそれぞれ通じている。また，北西

岡には国道 274 号線が，中央部を東 I国に夕張鉄道が通じている O すなわち，北海道中

央部の幹線は全てこの凶|隔地域を通っているといっても過言ではない。その他，丘陵

部や，一部の温地帯を除いては， 550m 間隔の碁盤 r~ 道路が発注している。丘陵部は

馬追山周辺を除く尾根や沢の中に道路が通じている。以土のような道路のうち主要な

ものは，パス路線となっていて交通は便利である。

II 地形

この凶|隔地域は地形的に次の 3 つに大別される。(第 1 凶)

1) 阿部丘陵地市(野 l幌丘陵) la , It, Ie

2) 東部丘陵地帯 O~ 追丘陵) IIa , IIt, IIe

3) 低地市: C石狩低地帯) III

II.1 西部丘陵地帯

凶|幅|有阿部には低夷な台地が発注している。この台地は一般に野l院副陵と呼ばれて

いる。凶|隔地域内での|司丘陵の段高点は海抜 97---98 m である。丘陵のほぼ中央部に

は， I有北に連なる平tH，而 CIa) があり，野l幌丘陵から流れ出る小沢の分水嶺となって

いる。 この主ド1fJ.面は野II兜面あるいは野幌上位面と II子ばれていて， 北にほぼ 5/1000 て
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国

第 1 園地形区分間

いと‘の勾配で‘高度を減じている。林業J試験場付近が北|肢である。また，この半rlcJ.而

を， I有に隣接する恵庭凶III両地域に追跡すると，いくつかの沢で分断されるが，ほぼ|司

じ勾配で竹~ll (116m) に達する O すなわち，野 i幌而は恵庭 l寸 III長の竹山面に相当する

ものである。

大麻から iT 別市街にかけての地域や，中原から東野 l幌にかけての地域にも平坦而が

みられる。これは iI 別両 (Ib) あるいは野幌下位而と呼ばれていて，さきにのベた肝

!幌耐をとりまくように分布している。丘陵丙部にみられる江別面の市 ISl~ は大麻神社付

近で，標高は約 45m である。丙に隣接する札幌凶 l隔地域の小野幌や厚別 l有力にみら

れる支笥火山噴出物の流走面より高い。このことは，江別 l両が支努火山噴出物より古

L 、時期に形成されたことを怠味している。江別 l可は北東に約 0.5/1 ∞0 ていどの勾配

で、 l匂度を減じている。大麻什 .IU の沢は，この勾配に必従していない。佐々・森谷は，

このことから ， n: 日IJ 而の傾動のlI !j 期を論じている(佐々・~~谷・ 195 1)。

ド学田付近から， ι 文明J， ~t の旦付近にも一連の平tL:J.r両 (Ie) がみられる。この I財は

更に市に追跡すると恵庭 \'><:111 屈の広島而に連続する c これらは後支初期に形成されたも

のである。
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II.2 東部丘陵地帯 IIa , Ih, lIe

|ズ)1隔地域の南東隅には馬追丘陵の北端が分布している。 段Ii毎ミ王記人'，I、!川I

m であつて，二本凶ljJ面の段/'主点ともなっている。この地市では， .H~)白丘陵の陵線を中心

とした比較的急傾斜の壮年地形(lIa) ， それを取りまく斜面地形(lIb) ， および更に

外側をとりまく、jf.t13.1面(lIe) に分けられる。このうち干it:].而は江日Jj両に対比されてい
10) 10)

る。科 l両を岩イ i段丘として野幌両に対比する考え方があるが，この斜面は明らかに出

錐である。したがって，この j也市で野幌面に対比できる両は不明である。

II. 3 低地帯(石狩低地帯)

{民地'市は石狩千野の一部であって，古くから地質学的に，札幌 --~fj 小牧低地帯と II 子

グ 30. 3

グ 13. 9

グ 16. 7

一部通水

ク22.--36.

グ n. 8

グ 28. 5

グ 16.

ク 9. 6

グ 7.豊子川グ

ばれている構造単位のほぼ中央に位置している。

i寸 III両地域内の低地'市は非常に、F坦であるが，全体的に東部や東南部が高く標高 10m

fj1j後で、ある。北西部が設も低く 5m 前後である。

この、ド江iな低地，市を ， 1-i狩川を始め数多くの河川が蛇行して流れている。したがっ

て水害の常習地帯であった。そのため 第 1 表放水路開削年及び通水年

に治水仁事が古くからおこなわれて， (石狩川開発建設部資料による)

幾つかの放水路が開削されている(第 名 称 着工年月 l 通水年月

l}D。それでも，昭和 36 年の大水害 対惟新氷路 l 大正 12. 4 昭和 8. 8

には， I司 III面内の低地帯の大半が氾濫|正 巴農場グ 昭和 10 ・ 4 グ 13 ・ 5

域となった。そのために築堤工事が行
砂 i兵ど少

なわれている。しかし最近では，地盤
II~ 島グ

沈下現象がみられ，内水排除のための

揚水場が設置されるようになってい

強春別川グ
る。また，凶ljJ画中央部の低地借には，

夕張 JII グ 大 I F. 9.
現在流水のみられない旧河床が断続的

に分布している。この様子は空中写真から明瞭に続みとれる。

III 地質概説

川III品地域に琵達する地質系統は第 2 去にしめしたとおりである。

|三 Jill 両地域の地質を概観すると次のとおりである。

の .H~) t\丘陵を構成している，新第三紀 li 1新刊:の川端!再および山見沢 l'i'i c
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第 2表地質問中夫

Ill' II.:: 肝 !子 屑ロ !1手 'f} jll

小河川、 ji.. 野堆積物 砂

[11 ij~ 地 J11' 積物 砂・粘卜

J見 I" 然見防 Jit 積物 5~ 1O Ii少・砂質シルト

ffi i 後j世 尚位泥炭
117蹟泥炭 ifl II~ 泥炭 0~6 泥炭・粘 L ・シルト
iM1>{ l{.尽位泥炭

世 地物粘 ↑:・シルト 0~30

IIミ 封(: Jit 積 物 5 Ii衆・粘 j-..

j工別 liP 層 砂

四 i !疋 j亡 ~If Ir足 利i 卜. 屑 4+ 灰白色粘 j: ・火 III 灰質砂・ 1策

学 川 l而 Jifo 積 物 2.5+ 白~掲色粘土 . Ii少・泥炭

広島砂喋層 3士砂

が叫r

支均火山 lilt /11 物 8+ 降ド軽石・軽石流

紀 Jt J之 iR 段斤:堆積物 5+ 陳・粘-".・泥炭

世 |市肝幌砂礁層伽礁・ 1的り砂・粘土・砂
出よずJγ

1 11Z ド f;l，\ 穂池浮石質砂喋層 20 士 浮石賀砂 1溌

群層 /11~ ド野幌縞状粘土層 40+ シルト・粘← I: ・砂・泥炭
新第 lド 77 見 ilz 層 300+ 硬質頁岩・礁岩・泥炭

京

三紀 世 III 端 層 400+ 棟行・砂行・凝灰岩・泥炭

① 野l悦丘陵を構成している聖子 l幌層群。

③ ①および①を被覆して定達する洪積甘 I: に属する堆積物。

*⑦ {氏、jl.J也を汁!砧したし、わゆる沖積層。

このj也j氏、のJ也 J<では，鮮新 史新統の境界はみられない。

IV 新第三系中新統

IV.1 III 端層

*(III積層という語 J) i史い )j には， Nt 々な議論がされている (11 1 111 ・ 1966) 。
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川端層: 夕張岡市長(1964)

馬追山層の一部: 恵庭I斗 III面 (1959)

標式地: 馬追鉱泉の沢。

分 布: 馬追丘陵の丙斜面ト・帯c

岩 相; 凝灰質砂岩を主とし， qlにj尼岩，凝灰岩，褐炭~炭質巨岩，喋岩などを

はさんでいる。(第 2l司)

凝灰質砂岩は，組粒で一般に粗しようである。全体的にみると，科)昔理を示す部分

と塊状部分との互層である。 この状態は， 北 10 号から栗山に通ずる道路の側溝でよ

く観察できる。風化両では黄褐色を呈している。植物破片や，褐炭，炭質頁岩を:央在

している。褐炭~炭質日岩の層準は，少なくとも 2 つの周年.が確められた。馬.ill鉱!記

長の崖の凝灰質砂岩中には， Macomasp. を産する。

泥岩は，一部硬質頁岩状を呈するところもあるが，一般に陥灰色塊状である。

凝灰岩は 3 枚あり，それぞれ特有の岩相をしめしている。上位の凝灰岩は，本)脅段

上部にある。岩相は，灰白色砂質凝灰岩である。この凝灰岩中に，やや変質した安山

岩の角喋やブロヅクがふくまれている。

この安山岩の斑品は斜長行で少し緑泥石化している。基質はハイアロピリテック組

織をしめし，ガラスは分解してマイクロライトを形成している c 普通輝石には波状消

光がみられる。その他，磁鉄鉱などが多い。二次鉱物としては，緑泥石，加水雲母

(?)などが生成されている。やや変質した普通輝石安山岩である c

Ifl 位の凝灰岩は，非常に特徴的な岩相をしめし，馬追鉱泉の j尺から北西方の各沢に

追跡できる。岩相は，時灰色~黒色の主主質中に白色浮1-;を 4多量にふくむ。岩氏は石英

安山岩質熔結凝灰岩である。

下位のものは，灰白色の砂質凝灰岩で層理が明瞭である。

夕張 i司幅では Kl~K4 と 4 枚の凝灰岩が記哉されているが， [ヰ III画中のものがどれに

相当するか不明である。

*操岩は，砂利採取場付近に分布しているO この際岩は風化而では一見すると，新!問

堆積物(喋層)のように見えるが，新鮮な部分は同く穆結されている。礁は，イチコ、、

大~アズキ大のものが多く，まれにコブシ大の礁もふくまれている。よく円磨されて

*採取している礁は，礁岩の風化部分である。
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*いて， It柴種は先白唱系の砂岩および佐賀岩が多い。また，陥!反色iJ日宕のフロックが同

II ti 燃としてふくまれている。 IJii後の!首位関係は明らかでないが，今のところ，この地

域の川端帽の長下位相と考えられるc

その他，この地域の各沢には，二玄武官民主Jのも;ィ iが多くみられる士五頭が定見され

なかったので産状は不明である。

鈍ドで観察すると，科長行のREMIが多く，少量の普通締石も含まれているC 普通輝

行はやや変質ーしている。インターサータノし~サブオフィテソク組織をしめしている。

同 厚: この地域に分布する川端!首は， 400m 以上と推定されるの

IV. 2 岩見沢層

口見沢!曽: 夕張 l寸J/i両(1 964)

馬j白山層の一部: 恵庭凶 III 面(1 959) ， ;;自分 l 刈J/i M (1960)

標式地: 北 10 号ーから栗山に通ずる道路沿い。

分布: 馬追丘陵の尾恨部。

岩 相: いわゆるミ硬 'rUT 宥ミと IIヂばれる岩相を主とする c 下部に操行，集塊岩

や塊状 j尼岩などがある c

Ii更質 H岩は， 1O ~20cm の)骨厚で明瞭な同理をしめしている c r肖!享 10~20cm の II青

灰色硬質山右と!骨厚 2~3cm の黄渇色凝灰白砂丘シルト官ーとの規則的立国である。 tjiT

告は硬質で風化すると角ばった右 if ーを中産するのに反し，後者はれ l しようで，風化す

ると砂状となる。

棟計は，本悼の基!氏部を構成している。この棟岩は，馬 ju jJl: 泉の iパ上流部に分布し

ている。)曽厚 1m 土で，よく円陪されたコフ』シ大以下の先!と 3'W 系の礁で構成されてい

る。この傑岩は，北方に u くに従い{記者質 II少岩に移化する。標式地の j目路沿いでは，分

布が不明である。

際宥~喋質砂岩の上位には， J:鬼状iJ己宕がみられる。この j尼岩は， I頑円以 ~t- i と正!苦し

ていて， 上位に|白 j って量を減ずる c

集塊岩は， ~t 9 号JU 路の終点にみられる。構造1::， ill げIii 悼の上位であることが明ら

かであり，岩見沢!再の主要目桐はみられないが，一応官見山!??の民!氏と組定してお

*第 3 表参照
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関 係: 粁見沢!討と川端!首との関係は，夕張凶III同では，不整合とされている。こ

の|斗 III品でも，向.者のnXjには明らかな構造差がl認められる。すなわち，市ほど， }II端帽

の下位の!骨準とはごしている。

構 造: この凶III両の目見沢屑および!I I端層の地質構造は， )自分|刈 III肩にみられる馬

追山背科の北方延長部に当り，北に沈んだ背斜構造をしめしている。

!首 !享: 300m 以上と推定される。

V 第四系更新統

野III晃日:陵は，第四紀吏新世の地層で構成されている。この地層は野幌)曽と l呼ばれて

いて， ;0:東の釧路!骨とともに北海道の代表的な下部更新日f:の地層とされている。!野幌

層については ， 111' くから調査研究が行なわれ，数多くの論文が公表されている。その

内容については肖略するが，種々な定義のもとに同一地層名が使われていたり， I司一

定義で新しい地層名が使われていたりして，かなり混乱が生じている。また，二，三

の論文を除くと，宕相の記載が明確でなく，概略的な地質凶しか添付されていない。

したがって，各 Iii命之の地!首を対比することは困難である。

この|寸|隔では，混乱をさけるために，新しい地層名を付けることとした。

v. 1 野幌層群

野幌!首・ (岡本， (1934) , 長宅(1940)，佐々・森谷(1951)， 長尾他(1959) ，

行 1"1低地'市グループ(1965))

*IlEi の里!百: イ i狩{氏地'市グループ

野l幌層群は岩相 i二次のように分けられる。

上
下

野
幌
層
群

:
ー

野 。毘 砂 陳 層

五
J

附
よ 幌

層;バ;11 穂池浮石賀砂礁層

下町幌縞状粘土層

V.I. 1 下肝l幌縞状粘土層

*当初， RjW lin 水期の J1h 積物と考えられ ， t¥'{,(,560m 以下の地形凹却を理めた

Monasterian に相当する崩成層とされていた(石狩低地，~日'グループ， 1965) 。 し

かし，その後， より， I，い時代の地層であろうと考えられている(日本の第四系，

1969) 。また， MilanzianHI 吋層ではないかという;立見もある(決， 1966) 。
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悼式j山: 椴山北I!Lf }j のiI~ (~l fiI!Jf:川左)j芝山)

分 布: 札III見 IU 卜1ザl院から上，I己悼式J也の iJ( ， I E]鉄千版科u内線などの九山形~'~:l~に分

布してし、るつ

山 村 I: この削叶は，耐状シルト~抗Ii ~1·_ Jr'}が主体で， 'I'に砂!凡泥炭!14などを介

ιL ている τ 悼式j也の iJ (の山 1刊

ノ
ノ;;

¥('82)

176)

、 75)

一

凶

日

第 3 図 卜 ~Irl 川和 Ill;J 状 Ni.I-_ 肘柱状|ズ|

921 11931

(190)

1
4
4
1
4
3

4
i
i
r

仁
F

I: 必 水平

皿泥 ノ支

口 砂

国砂粘土互層

目偏状シルト

自 塊it:粘土シノシト

ち ..CO 300 ZOO !OD

梢~}.~シルト !Fj は， I!;''f灰色微*IIl P砂と lit Ik 色シノ L トとの!亨さ 0.5-1 em の示 IIIII) ，"! で、

ある勺この中には ， M~716) !i J; をたんでいるところが多いっこの柿状シルト i'l号は，単肘

で 3m を， I立えないようであるつこのような円相から考えると，この前状シル卜!件は NJJ

成同であろう
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砂層は，風化|白iで-褐色を皇し，新鮮なi而て・は古灰色を呈するc 細粒--I [1粒7i少が多

く，粗粒相はない。岩質は凝灰白で， IjIに多量の雲 r:日十を合んでいる。単憎の厚さは

30--50cm 位である。後述する肝 l幌砂傑)時中の砂よりは硬くしまっている c

泥炭は， 2--3 枚あり層厚は 8--40cm である c 今のところ，各露頭の泥炭層を対比

することはできていない。しかし将来鍵同として利用できると忠われる。 同に隣拡す

*る札幌凶IPail什の大 all川支流で亜炭を採制したところがある c !再!字は 2m に注したよう

である。又， )享別駅前付近の水井)1の試すいで -80m 付近に!国厚 80cm 程の亜炭の

層がある。このような亜炭層との関係は不明である。

下野幌付近には，陪古:色の粘土!首が分布しているc このもli士!昔は第 31刈のれ状の下

位に連続するものである。下限は不明であるc この粘土!首 Ii Iに， Ostreasp. の介化イ i

密集帯がみられた。有子 L虫も多数合まれている c この粘土開は，明らかに海成層であ

り，将来，縞状粘土を特徴とする本部同から分離できるものと忠われる c

層 厚: 40m+である。本屑は佐々 ・森谷の 'Ir 部野 l開時にほぼ相当する。

V. 1 ・ 2 瑞穂池浮石質砂操同

標式地: 瑞穂堰堤右側の H:~

分 布: 瑞穂池周辺から西 4 号北の小沢にかけての沢型剖らその他の地域では産

業短大より約 500m J.ム.島よりの道路の切;切 c

岩 相: 非常に浮石に富む砂棟帽で，全体的に黄褐色を呈する。偽憎の発庄がし、

ちじるしい c 1手石はよく円麿されており，右 'ft は石英. .I.~~ 雲 rJ を含む流紋岩1'[のもの

である。浮 1i の位大任は 3x5cm である c このような岩貨の浮石は，今のところ支初

系の火山活動には iit められていない c ほぼ|司't 't とおもわれる浮イ iを合む地層は， lei 旗

山・島松山手に分布している。ただし，これらの地同が，瑞店主 j也j手イ i質砂陳!国と\l IJ':i f

)留であるのか，より ， 1干し、If刊にのもので供給源となっているかは不明である c

関 係: ド位同との直接の関係は見られない c しかし分布や構造から考えると性

合と思われる c 分布が l民られているのは， .1-." ，1J ，，，/に削剥されているためであろう c

!百 )享: 20m 土である。

対比: 佐々・森谷の L部野 i幌!日 iの什;に W"i する。

V.I.3 野i幌砂陳情

*野幌炭鉱
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悼式地: 肝|幌1'11:長休旋林内大山 f-.流白I; つ

分 布: 肝IIJ足丘陵全休に)よく分布しているつ

訂 作 I: 恥疑問の出色~員制色(沙~砂{様、を巨とする J也!闘であるつ明確な鍵!百がな

いことや主同1\が，'，If;いために， II:椛な {li Hl片手中は不明である ο しかし丘陵の東部分で

は，おおよそのむ相!伸子はけくのようであるハ ド(ウ:から①キ1 1! *'J:~lll粒牒)同，①粘土)再，

①判IlP~'II*，'!.f1;菜、をかむ (iJ; J\') ， (号制I!P~II Tr~Ui'J;に 1)( 白色i疑 11<質粘土の滞!骨をひんはんに

はさむ，などとなっているうこの他に邦\f， II'ell J単一のイ沙門があるが!神位関係は不明であるの

第 3 表肝l院砂!疎開の慨

資料
〔図幅)採集地点 A B C D E F G

子f均 II] I軒度

需 7; i主tmm 20 10 00 %

204-1 〔札幌〕大 耐 7 34 7 8I15 2816.1
圃E一一一一

205 ( んγ 、ノ1 イ〉 J 4113 11 18 1021.3

220 (劇定 D ，高原 III 下流 38 3129 8 2 511321.0

221 (ク)中の i~ 右岸 7 2132 46 ;) 4126.4

223 〔ク;r r の i~ 左中 15 6145 5 3113 唱1ハU 24.6

239I[江月I]] 東 8 日の i~ 49 5112 9 411512.1
-・・・・・・・・E

246 東 tlρ 日行 のり 八ロ 36 1I38 7 1110 6119.9

258 [ It )基線の iF/. 85 1I4 つ 3 4117.8匝

277 (ク)東 2 号の iR 30 りρ 円】/門i 9121 1118.6

316 〔ク)大 八口 88 4 2 6 19.1
-一一←一二?一

331I[ク)レンガ工場 32 3 8 32 8119, 5

340-1(ク〕下野幌 33 11 19可d 唱1 唱1 22 1417.6

393 〔ク〕馬追・ ill 端層 100 19.71iiiii
A: 光括主系; 11k 賀行，硬 {i少 ~I:;~ ， ¥l~ 板 11

B: 第三系;泥 1' .i， イル~(~-
v 一一

川 c: 安 III*'} 1; ィ i 英安 III 古賀

D: ク 2; プr[ ラス質安 III{ 千

百 1 E: グ 3; そ
'F: 流紋';，'行2守f 1じ;μ胤1:，品f日仏fh1 の円 Jι- つも d内)

G: // 2; クのないもの
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①の峨)骨は， 丘陵東側の各れのIlrL流域にj立助、で、きるが， i)刊liJ で、は ~iH~で、しか明ら

*かでない。これらの陳の形状と目白は第 3 }<に示したとおりである c ①およひ、③のお

村|はた麻方 l白iによくた注している c

関 係: 野*~砂瞭!同の基!氏は，椴IIJ !-IUiの j}( と I凡14 弓 l 討の ii:で観察される c いず

れも下野l幌納状粘士!闘にJ￡しているつ i克界はに凹II] があり， -~:~ 1日は 1i宋!同から始まっ

ている。その他の所では直接の関係はみられない。またtNJ fft.( I也j手イ i'n砂1i来同の分イIj/S:

も:考え合せると，下位同とは不整台関係にあるようであるつ

!再 )享: 30m+である。

対 比: 佐々 ・森待(1 951)の J·.i4'[ 日時に十Ll "J する c

v.1.4 U! fll嵯!出I干の下限および地質構j色

従来の調査!結果の多くは，野l幌)司昨のfI以についてイくゆj とされている c 硝'かに，肝

l幌!昔 TIlの下|民という乙とでu ~j題になっている点頭は矢1Iられていないc しかし，丘陵地

域には多くの試錐が行なわれており，それらのうちでr~:し、ものは巧然新第三紀!闘にま

でj主しているとおもわれる。これらのうち，同!子を明確にしているのは，イiII1Iffti}J 日開

発KK の野 II見 SK-1 の試錐だけである。地層分市の根拠については公去されていない

が，乙れによると，野幌層群は層)享 59m で沌川同に J定している。この肝 III 足時計の右

相を検討すると，地表下 32m から 52.5m までに泌賀川がある c これは， 下野幌筒

状粘土!闘に相当するものであろう。この山賀相の下位は，砂 1i制、 IJ で、ある c しかし，こ

の砂傑は|寸|隔地域では地点に分布していない c

前項までにのベた野 II時同昨の各計相は，大まかな分叩;であって，地!刊による対比ま

では至っていない。したがって詳しい地質構造は不明であるが，正|凌 I十I 央部を IN~t に

走る背斜構造が Itf くから推定されている。確かに丘陵の内 i 1H1!では l勾傾斜，東側では点

傾斜を示す露頭がいくつかみられる c しかし， 傾斜角が非常に緩い(ほとんど 5° 以

下)ので、走向はかなりのばらつきがみられる c 弁明の分布から lit 宿すると， トー i百;肝 III 児

II' すにはほぼ丘 Ii変 1+' 央を:i ID る ，'YH' ドIII が，また f:i;WflY'II 見!時にはややJ!Ejにf1 1~ った背件 lドiii がそ

れぞれ考えられる。

v.2 北長HJf交正堆積物

*:ri 狩 f民地 'li;・グループによると， iuf 江別 III の砂利取場の!i'!t~には，交 III 1'} , j~[紋れな

どの火山れが見、円らないという c
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馬;iQ 丘陵をとりまくようにして，標l肯 20~40m の、F-Jtt r討がある(この|而は，恵庭

1><1 1 /1日では!よjょう由ーに対比されている。また， さらに野l幌丘陵周辺の江別面に対比する考

え ~J ある。 iヌ)IIJ長j也同|什では， f'l fi:の構成物は明らかでない。恵庭|斗III面地内の長沼町 17

|メ:では， 300~400cm のローム同の下位に礁憎が分布している。所によっては，泥炭

を宍在するところもある。従来からこの様層および泥炭同は， ~!fIIJJIl:!首とされている。

しかし，野IIJJIl:丘陵にみられる野幌層群のいずれの岩相にも相当しない。民盤が不明な

ので疑1::1の .r:~が多いが，一応段f1:堆積物と考えられる。なお，この喋!脅と支坊火山口貞

1M物との関係では， ~ij者が t-.位になる可能性は，ほとんどないc したがって広島砂棟

同には対比できない。、|叩f部に It，} って傾斜した両を形成しているのは，傾動運動の結

民だけではなく，東方山地からのi~~錐堆積物の影響と思われるc

v.3 支努火山噴出物

月京火 I lJ lf(および石山凝灰!{;. : 長尼(1940) 佐々・森谷 (1951)っ

支初火山IlftlH 物. 長尾他(1959) 。

標式地: 札JjJ見|文JI幅内小野l幌付近の国道の割。

分 布: I寸 II両市 l珂隅，忠!在. 'ii山両凶III両地域に!よく分布する|司Pit/lj物の東北端部

にあたるc

何 十日: I年ド軽イ i と軽石流に分けられる。降下軽イiは，軽イ i流のド憶にみられ淘

汰が良心黄掲色を呈している。千歳線沿線では， )印字 40cm で粒度は任 3~5mm

である c 卜肝II時内ー方では， !首!享 20~30cm，粒度はぽ 2~3mm である C

軒イ i流は， If(白色ないし桃褐色を呈していて，淘汰は:'{¥;い。非常に相i しょうで，軽

1iを火山!火が充tJ)ftしている。!骨!享は 10m +である。

千歳線VJ，刊で観察すると，支我j火山噴出物の下に傑憎がiitめられる。この様!首は，

ド位の野1幌層群とは異り支努火山噴出物堆積前の段丘棟)普[向性格を }i'つものと忠われ

*るが， I刈 IIJ品地域では分布が狭いので，その柱状を明らかにすることはできなかった。

V 4. 広島砂疎層

!字別砂 i柴)骨: 佐々・森谷(1 95 1)。

広島砂傑!再: 長 F6 他(1 956) 。

標式地: 恵庭|叫 III 話内!ム \li.'j(b 庄の i交正出。

*角川層(石狩 1民地，!日:グループ， 1961)に相吋するものかも知れな L 、 c

- 13 ー



n.
ノJ 市: l司 Ip両市部の野 l幌丘陵東麓。

ιLl

E王 相: 支坊火山噴出物から洗いだされた軽石および火山灰質砂で構成されてい

る。偽)首がし、ちじるしく発達している。地表 ，;!i くには，赤褐色のローム層がみられ

る。)副享は 3m 土である。

v.5 宇田面堆積物

地形の項でのべたように，野i幌丘陵の東側には，東に緩く傾斜した平坦面が発注し

堆積物がまったく異ること。

点として次のような Ii百二点があげられよう。

である。この堆積物については，不明の，点が多い。問題

地形的に，広島両に対比されるにもかかわらず，①

ている。この面を構成している堆積物は，茶褐色~砂~I証

色粘土・火山灰質砂・砂交り粘土・泥炭などであるO 肝

幌苗'kl甘から i有に 500mの地点の柱状は，第 41ズlのとおり

l可に段丘出が存在しないこと。

① Jヒの但から筋違にかけては，沖積両と、Ii.坦面との 第 4 図 学問面堆積物

柱状同

野|幌丘陵のかなり!よい部分の地表近くには，白色ないし褐

ばならないつしかし，今のところ支坊火山噴出物の下位にこ

布しないことから，先支坊期の火山活動に起因すると考えね

2∞品目Hり/粘土
+ 亙層

(聖子慨砂.!層)

50 7 、ノヨク

~~~~~I 白色イ晶色

(了三J三<:タラ非主主

戸工、 ~τ--J 90

之官-~120 浮厄(7)交り粘土

三千~:"':~I 喝 EiiJ;貿粍 1

-~ヘ -160

この粘土佐々・森谷は，

元野幌粘土層

後にのべる:厄肝幌粘土層とはたして異質のものであろ

うか。

V.6

①

火山灰と考えると，支笥火山噴出物や広島砂喋!司の Hこ分

色粘土が分布している(第 51司〉。

のような火山灰はl認められていない。また，支安"大IIJ噴出物

求めている。行狩低地'市グループは，同粘土層を支授j火山噴

に対し元野l幌粘土l首という名称を与え，その起源を火山Fk.に

Ie物からの洗し、出しと考えている。

からの洗L 、 1M しと考えると，ある標高以上(例えば椴Ill) の

粘土層を区別しなければヂ屑を生ずる。

第 5 図 元野|幌粘土層

柱状図

- 14



このように現在のところ，正確な分布・成悶は不明であるc また，先にのベた学問

rfMffi積物との関係も不明である。筋違西方の粘土取場の十]:状は第 81可のとおりであ

るつなお，地質l寸では，この粘土層を除いである。

V. 7 江別砂層

if 別砂層: 佐々・森谷(1 956) 。

悼式地: 江り I] け j j(す維の基地。

分 布: 標式 j也付近・飛鳥 ~JI' iT別駅前神社。

ti 相: 黄褐色を呈する火山 1;1(質砂で構成されているの偽情がいちじるしく発注

し，分布の形状から 'I~' くからfJ昔、丘といわれていたものである。その分布は，旧曹 t" 、iλ

川河畔から丘陵北端部をとりまくようにして分布し， II同 300m 内外，延長東西 4km

におよんだという(佐々・森谷 1951) 。 しかし， 現在はr.場建設のために整地された

り，砂取場となっていて， t二 Ii 己のような分布形状を示していない。
22) キ

この砂丘内には，多くの人煩遺跡があり，土器と共に海怯介 j設を多産したという。

V.8 崖錐堆積物

地形の項でのべたように， .n3;U丘陵の山腹には，緩傾斜地市がある。この斜面は，

Ij~$ti;堆積物で構成されている。長沼町北 10 号から栗山に通ずる道路の切訓りで観察

すると，この堆積物は，持見沢)fliの硬質頁岩の亜角時だけからなり，層厚は，厚い所

で 5m 以上にj主する。

地質If Ij 代を決める子がかりはないが，分布が広く府が厚いところから，一応更新統

としておく。

VI.現世

VI. 1 表層地質

、|λff の表層は，砂・シルト・粘土・泥炭などで構成されている。これらは，その取

的機構によって， "I 然見|坊堆積物，後背湿地堆積物，扇状地堆積物に分けられる。こ

れらの分布状態は，北海道農業試験場や科学技術庁資源局の子によってまとめられて

いる。この同 l隔では，その資料を主主礎にし， 空中写真の判 liht や，ほぽ 1.5km 間隔で

行なった簡易貫入試験の結果を加味してまとめたものである。

*只塚は発見されていない。
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VI. 1. 1 i尼炭

同Jill両地域には，泥炭i也が!よく発注している c

その概要は，次のとおりであるc

泥炭は，その構成植物から高位・中間・低位の各泥炭に分けられるc

高位泥炭: ミズゴヶ.、ソルコケモモ・ヤチヤナギ手

中間泥炭・ ワタスゲ・ヌマガヤ・クロスゲ芋

低位泥炭: ヨシ・ハンノキ・スギナ・シダ等

O篠沖原野: 石狩以北の地域

l司 III両地域内の石狩川以北の地域にその一部がみられる。篠津川以北で・は， It，問泥炭

がみられず， I高位泥炭をとりまいて低位泥炭が分布しているc 篠津川と石狩川にはさ

まれた地'市には，中間泥炭が広く分布している。

。野l幌)京肝: 千歳 JII と野rpJl1;丘陵にかこまれた地域

l奇位泥炭が多く，低flL泥炭がその周辺部に分布しているc

。I院内原野・夕張原肝 I幌向 ill ，石狩Jl I ， IU 夕張 III ，千歳川などの白然、堤防にか

こまれた地域。

この!辰野では， I首位向炭がもっとも広く，その周辺を低位泥炭がとりまいている。

l ド樹林付近に部分的に中間泥炭が分布している。

。l幌j主持i原肝: Ii狩川と夕、ルミ川とにかこまれた地域c

l首位iJ己炭が主で，低位泥炭がそれを取りまいて分布しているcFJ 見沢 iii 金子町に

は，栗沢IlIJ と同じように低位泥炭が分布しているc

以上，分布について概略をのべたが，これらはj也去の分イIjであって後背幌地の粘土

)悼のドにも地友if日炭の伍長に相当する泥炭の分布がみられるc これらを，即[fA肋去と

してj也質凶にl司示した。

VI.1.2 シルト・粘土

泥炭地とI'i然堤防との 11司には，シルトや粘土の分布がみられるとこれらは，後背i~l~

地!人j でj尼rf<.の連続IYJJit積が行なわれなかった地域に分布する c これらは後背樋地にふ

くめられる。

VI. 1.3 n 然応 /tJj

n 然淀l坊は， illJ川ぞいの地域・ 1 1I inJj草地J点などに分布している号川|隔地域では，:r i

*比較的浅層 (10 ill 以浅)のものに|眠る c
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j'，):川 ii1UI1Xのものが， もっとも広い。 1Y'~ こ， 支川との台J夜間や {I心丘の蛇行部が!よくな〆〉

ている。 "j 然堤防地M:は，制fl (i少や砂}目シノL トで構成されていて， 1]1，くから|閉廷が進

み，畑地として利用されている。

そのほか， 日~I凌地JiJ' の 'J\iIIJJII i7fCh'x~ こは， 、ドJHな{~，氏、ド野が定J土ーしている。 この.lil千f(

物は主として似て、構成されているのまた，これらのりIf川の IH~ I~こは，小規模な扇状地

が rf~h立されている F

VI.2 {氏地帯下の地質

{L\.!也市下の J也 '{!f 及 IJ.!白 iff構j古は，イ i (Ill}宋貨を H (f'0とする J也J~'it京 ft ， I f!: JJt!'i1fなどの

"町内により明らかにされている。|ズ]1!Ih\地域の低j也'JiJ- ドには， 下位から irilの上村， IllifN,)

l件， Cft *J凡斗りIJI'，"!， (，'江川!同，美葉 't-，)首の各 Jil~;~ が，分布しているようである c これら

の地!同の地質構 j山土，十><]III!Jのほほ:"1' 央に軸を持つ l勾北間の向料構造が推定されてい

る。

低J也tJif ドの第四紀!片については， ;]()j:)i やi也1M.]}) ，河内などの， 多くのぷ錐資料があ

る。以下，それらを i'i~ って， flU也市ドの後期 I芝新 IH:~ .fJL1H: の地'ft を愉討する。

{II呼li .iJl~砧(の境界IlU也ーについては， H4( 存地で多くの II品工が公夫されているつ /fの

ところこの地域で，叫Jfl!悼のJ，\; lt更を決定する資料はない。しかし，この地域の flU也Ji;，

のた述史を考えると， 支をIj 火 III 日直 111 物が大きな役芹IJ りをはたしていることがわかって

いる。すなわち， {-i fH氏地市は，支初期以 Ijliには，行列__-I~l~'小牧と連続していたが，

J〈笥火山l民 111物により分断された。この支坊火II/I噴出物は，いままでにいくつかの

C14 今、代測定がおこなわれ，二手32000 Y.Bp とされている。同 l民間物は，:吉小牧沿岸

地イ i? で，海水準ド 6{)~80m まで分布している οl 付jjをに人るにしたが L 、浅くなり， i[

り IJ· "出店内.凶 III 画境界付近て、は，海水準干 25~30m となっている。一方， !司 Ilftll\ 物の

U;li を， "却を|叫 IIIb\.! 也か Iで険討すると，北に Iiづって深度を IH している。さらに，その延

長には，軽ィ iを多 l註にふくむ砂時!同が確かめられている c この砂時!??の u止には， I手

L 、粘 L闘が分イ jJ している c このようなことから，この|刈 III 品では，後期更新 ttt~ 現 ttl: の

lM143 を，後支坊Jtl J の.l if:W 物として -fl~ 取り倣ったとこれらの j娘は，地問刈にノ J~し

たとおりである(

ぷJlt 資料を険討すると，幾つかの特徴的な!件相がみられる。

ネ iij との軟 ω地盤地質系統にほぼ十 fj '-lうする。
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A: 泥炭 c: 砂 E: 砂・粘卜.互層

B: 粘!こ・シルト D: 砂 礁 F: 先交初期堆積物

第 6 図低地帯断面同

(位置は地質図参照)

)夫氏の砂喋!百とその上位の泥土)暑のみからなる単調な同相c (第 61寸 A-Aつ①

基氏の砂陳層の上位の粘土層に砂層を介在する層相。(第 6 凶 B-Bつ①

基氏の砂礁!膏および，砂・粘土の不規則な互層からなる「首相。(第 6 凶 c-cつ

①はlfl'幌を中心に広く分布し， 15追丘陵や石狩川に近づくと①の層相となる。①の

- 18-
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何十日は，北の~Hから上の月にかけてのff幌丘陵近くによくみられる)首相である c

粘土!曽は， N fJl'{(標準釘人 J試験 1J1'Dが 0~2 と非常に軟い c やや硬いところでも

N5 であるケ したがって|斗 l隔地.r EX の{民地伊八 L 典f\l J(1 せな軟弱地盤で構成されている

と L 、うことができるむ

VII 応用地質

仁コ椋堀跡地

邑採掘地

第 7 図粘士採取地点

o 2km
トー一一←

の地震探査で，背科構造を確，i:f. L ,

昭和 31 年に何度 3 ， 000.5 m の野幌

**SK-1~j-が試持， 1 された。ぷ J出 )1: は， 沌

の u首まで注し， 2 ,790~2 ，833m 問で

ガスを{手う/1\ ;J( がみられたに 11-.った。

VII.1 Jt 業原料

肝l幌周辺で古くから行なわれている窯業は，さきにのべた元町l幌粘土帽を原料にし

ている。原料の採取地は第 71叫にしめ

したとおりである c 製品としては，煉

H. ・土管・セラミソクフ、ロヅクなどの

ほか， コケシ・人形など趣味の陶芸も

行なわれている c 実業・士石製品製造

業として登録されているのは， 20 事業

所，従業員 388 人， /1\(，仕組 131 ， 084 万

円に注している τ

VII.2石油・天然ガス

昭和 30 年に行なった肝|幌丘陵付近

fl{地借地域には，第四紀!丙 111に H式イがする水溶i牛:)~然 1J月スがあり，一部は I J1" くから利

用されていると特に， IH幌~I幌向~お茶の水にかけては，現在も利用しているところ

がある。

1)~の地J)1\(で，カス!同は， (ポ度 150m 位までに 3 憎が 7、I] られている。それらの深度

は，① 30""""'40 m，① 55~65m，⑦ 85~95m である C このうち， ①および③が比較

*昭和 43 年時， i工別市史による。

料石油資源開発KK
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(!~多く利用されてきた。最，;!iは，燃料事情の好転や井戸の老朽化により利用度は減少

しているO ガス!暑の性能としては，この地域のガスはガス水比の理論的飽和量を上ま

わるものが多く，ガ、ス出としての!よがりも大きい。そのような志味で有望なガス凹で

あるが， 1 井当りの産カ‘ス量が少ないので今のところ大規模な開発がなされていな

*し、。

VII. 3 骨材資源

馬jU 丘陵東偉長沼町 12 [x: で，砂利採取が行なわれている。 これは， 地質の項での

べたように， 1/ 1端層の喋右の!品化部を採取しているものである。
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Resume

Thesheetmap “ EBETSU" occupiesaquadranglebetween

latitude43ー001 to43ー101 N., andlongitude141ー301 to141ー451 E..

Thearealocatesthecentral partoftheSapporo-Tomakomai

lowlandapproximately, sothatthemajorityofthesheetareais

coveredbytheextensiveAlluvialplain.

Geomorphology

Theareaofthesheetmapisdividedintothree subareas

fromthegeomorphologicalviewpoint, asfollows;

1)Thewesternhillyland(theNopporohillyland)

2)Theeasternhillyland(theUmaoihillyland)

3)Thelowland(theSapporo-Tomakomailowland)

Thewesternhillylandcoversthewesternpartofthesheet

maprepresentinglowandgentle plateau, whichiscalledthe

Nopporohillyland. Thehighestpointofthehillylandwithin

thesheetmapshows98m abovesealevel. Therearetwoplanaｭ

tionsurfacefairlyofdiscectedwhicharetheNopporosurface

andtheEbetsusurface.
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Theeasternhillylandcoversthesoutheasterncornerofthe

sheetwhereisofthenorthernendoftheUmaoihillyland. The

peakof201m abovesealevelrepresentsthehighestpointwithin

thesheetmaparea.Thesubareaiscomposedofsteephillyland ,

slopeandgentleplanationsurfacemorphologically.

ThelowlandisaportionoftheIshikariplainandissituated

atthecentralpartoftheSapporo-Tomakomailowlandwhich

signifiesakindofstructuralbeltbetweenthesouth-westand

centralHokkaido. Thelowlandinthesheetisextensivelyflat

andgetshighertowardeastandsouth-eastinwheretheelevation

is10m abovesealevel, whileitisthelowestatthenorth-west

with5mapproximately. ManyiverssuchastheIshikari-gawa,the

Chitose-gawa, the Yubari-gawa, the Shinotsu-gawa, the old

Toyohira-gawaandtheIkushunbetsu-gawaandsoforthflowin

thelowland.

Geology

Thegeologicalformationsareshowninthetable1.

TableI

Recent

Qauternary

Pleistocene

r

1

1

J

，

、1

1、

ene
p
uoM

r
'
E
J
、
，
E
t

vd
γaa

ゐ
E
L

raeT

valleyPlaindeposits

Fandeposits

Naturalleveedeposits

Backmarshdeposits

Talusdeposits

Ebetsusandbed

Motonopporoclaybed

Gakudenmendeposits

Hiroshimasandgravelbed

Shikotsuvolcanicejecta

Kitanaganumaterracedeposits

NopporofUpperNopporoformation

group LLowerNopporoformation

Twamizawaformation

Kawabataformation

TheKawabataformationistheoldestvisibleintheareaand

distributesinthewesternneighboursoftheUmaoimountain. It
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iscomposedmainlyoftuffaceoussandstonesintercalatedwiththe

bedsof mudstones, tuffs, conglomeratesand limonitesorcoaly

shales, makingthecoreoftheUmaoiAnticline.

TheIwamizawaformationconstructstheridgeoftheUmaoi

hilly land, andiscomposedofso-calledhardshale. Itcovers

unconformablytheunderlainformations.

TheNopporohillylandisbuiltbytheNopporogroup. The

groupisdividedintotwoformationsoftheupperandthelower.

Thelowerformationiscomposedofthinalternations ofclayand

sandstonememberandpumiceoussandgravelmember, theupper

isconstitutedof tu 百aceous sandandsand-gravelbeds. There

mightbeunconformitybetweentheupperandlower. Theage

oftheNopporogroupisnotverifiedyet, thoughitissaidtobe

therepresentativesofthelowerPleistocenesedimentsinHokkaidδ.

TheKitanaganumaterracedepositsdistribute surrounding

theUmaoihillyland, theircompositionisgravelandclay.

Theshikotsuvolcanicejectaoftheareaholdthenorthern

endofthevastdistributionofthevolcanicejectainthesheetof

ENIWA tosouth. Itiscomposedofpumicefallandpumiceflow

beds, whicharealsofoundbelowthelowlandsedimentsbydrill

mg.

TheGakudenmendepositsdistributealongtheeasternside

oftheNopporohillyland. Theircompositionisclayandgravels.

TheHiroshima sand-gravel bed distributes south-eastern

partoftheNopporohillyland, iscomposedofsand.

TheEbetsusandbedissporadicallyseenatthenorthernend

oftheNopporohillyland. Itscompositionis tu 妊aceous sand

originatedfromtheShikotsuvolcanicejecta.

ThetalusdepositsdistributethefootsoftheUmaoihilly

land, thedepositsarecomposedofhardshalebreccia.

Thenaturallevee, backmarshandfandepositsconstructthe

Alluvialplain. Thedepositsofthenaturalleveeandfanare
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composedofsandandfinegravels. Clay, siltandpeatdeposit

inthebackmarsh.

Economicgeology

TheceramicclayobtainedfromaportionoftheMotonopporo

claybedisworkedformakingbrickandunglazedpipe.Thenatuｭ

ralgasdissolvedinunderound waterisfoundintheAlluvial

deposits. TheweatheredconglomerateoftheKawabataformation

isworkedfortheaggregateofthecivilengineeringatthewestｭ

ernflankoftheUmaoihillyland.
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